














むすび 

 フェニールケトン尿症,先天性甲状腺機能低下症など 6 種類の先天異常症の新生児マ

ス・スクリーニングが公費によって行われ,正常の知能をもって成人になり,妊娠する患者

の数が増加することが考えられる。また,その他の内分泌代謝疾患におりても,内分泌代謝

学が著しく進歩したことにより,適切な診断と診療が与えられ,正常に発育し,妊娠するこ

れらの疾患の母親が多くなりつつある。一方では,これらの先天代謝,内分泌異常を有する

がために,妊娠した場合に胎児に異常を生ずる可能性が高く,これらの疾患の妊婦の問題を

早急に解決する必要がある。 

 わが国の PKU とヒスチジン血症の母親の子の実態はすでに大浦ら,多田らが報告してい

るのでこれを省略し,その他の内分泌,代謝疾患の妊娠について調査し,その実態を明らか

にすることを試みたが,多くの施設の協力を得てその概要を明らかにすることができた。過

去の報告に比較すると,現在のわが国の内分泌疾患々者の妊婦における異常や子の異常は,

その頻度が比較的少なく,妊娠中に適切な治療が行われているものが多いように思われる。

しかし,何れの疾患においてもかなりの頻度で流死産や新生児異常がみられており,より適

切な治療を行うことが重要と思われた。 


